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１．保険者 国民健康保険・金沢市退職者家族

２．年　齢 67歳　女性

３．診療月 平成16年１月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年２月

５．病名・診療開始月

（1）高コレステロール血症 平成13年１月22日

（2）高血圧症、胃潰瘍 平成８年11月６日

（3）うつ病 平成15年３月23日

６．該当月の診療実日数：４日

＜主治医の意見＞
休日再診２回を算定したところ、休日再診の詳細（？）、その必要性に

ついてご説明ください、と国保連から照会付せんが届いた。

私は、以下のように備考欄に記載して再提出した。

病名（3）のように「うつ病」患者さんは一般的に自覚症多彩、深刻で

受診に時間がかかり、かつ待合室での待時間が耐え難いため、意識的に時

間外や休日に来診する傾向がある。本例もその典型で医療側から受診時間

を指定するのは慢性疾患（生活習慣病のように）での予約制などになじま

ない。従って、以前から本例は時間外や休日受診が度々あった。

うつ病は治りにくい病気であり、今後も同様のレセプト算定は起こり得

ると予想する。

＜保険医協会のコメント＞
時間外加算の算定基準は、診療報酬点数表によると、「急患等やむを得

ない事由により診療を求められた場合」となっているが、患者が自らの症

状その他に関して、時間外診療が必要と判断し、医療機関を訪れた場合は、

医師法で応需義務が規定されている限り、診療報酬規定にかかわらず、医

師は、その求めに応需しなければならない。この原則に立ったとき、時間

外診療が、患者の求めであることが明らかな場合は、当然、時間外加算の

対象となると判断できる。

一方、急患等やむを得ない事由ではなく、患者の身勝手な都合で、医療

機関を受診した場合は、以前の診療報酬規定では、時間内に受診するよう

指導することを認めていた。現在は、保険診療としては認めないが、医療

機関と患者の契約次第では、時間外加算相当の料金を自費として支払うこ

とが可能であるとの予約診療の規定が作られている。

第194例における受診形態が、もっぱら患者の身勝手な都合によるもの

であるのか、身体的、精神的苦痛によるものであるのかは、患者本人と診

療にあたった主治医のみ知りうるものであり、書類審査から軽々に判断で

きる事例ではない。

このような理由によって、本件審査結果が査定ではなく、理由を問う返

戻であったと思われる。

以上のことを考慮した上で本件における具体的な対応を考えるとき、第

194例の傷病名及びその置かれた状況から、「病名（3）のうつ病の患者さ

んのなかには不安症状が強い方もおられ、病名（1）（2）のような身体疾

患を合併されている場合だと心気的になることも多く、不安定になった場

合、電話や時間外対応となる場合も多い。他病院救急外来受診をするより

は安心であり、医療経済上も対応可能であれば、かかりつけ医の対応が望

まれる。」ととらえることができよう。

以上より、本件時間外診療が時間外加算の算定基準を満たすものである

ことを記載して再請求すべきである。

１．保険者 社会保険

２．年　齢 56歳　女性

３．診療月 平成16年１月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年３月

５．病名・診療開始月

（1）急性咽頭炎 平成16年１月28日

（2）急性胃腸炎 平成16年１月28日　

６．該当月の診療実日数：１日

＜主治医の意見＞
急性咽頭炎、急性胃腸炎の患者にブドウ糖注射液（20％20ml）を静脈注

射したところ、支払基金から「ブドウ糖注射の医学上（治療上）の必要性

に疑問があります。ご一考願います」と、12月及び１月診療分で何枚も照

会付せんが届いた。

どのように対処すればよろしいですか。アドバイスをお願いします。

＜保険医協会のコメント＞
ブドウ糖の薬事法上の承認事項をみますと、「非経口的に水・エネルギ

ー補給を必要とする場合１回10～50％液20～500mlを静注（増減）。」とな

っています。

本件における傷病名、急性胃腸炎では、非経口的に水・エネルギー補給

を必要とする場合があることは、その症状（下痢、嘔吐、食欲不振、脱水、

発熱など）から考えて何の疑いもありません。従って、本件傷病名に対す

るブドウ糖注射液（20％20ml）の静脈内投与は、保険診療上適当と考えら

れます。

なお、急性胃腸炎の場合は脱水、もしくは、嘔吐、下痢などの消耗性状

態を表す病名を付加すれば多分クレームは付かないものと考えます。今後

はそういう病名付加をするのも一考です。

１．保険者 社会保険

２．年　齢 62歳　男性

３．診療月 平成15年８月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年１月

５．病名・診療開始月

（1）早期胃癌内視鏡的粘膜切除後状態 平成13年１月６日

（2）糖尿病 平成13年１月６日

（3）狭心症 平成13年１月６日

（4）肝血管腫 平成15年６月30日

（5）胃潰瘍 平成15年６月30日

（6）ヘリコバクターピロリ感染症 平成15年６月30日

（7）びらん性胃炎 平成15年６月30日

（8）食道ポリープ 平成15年６月30日

６．該当月の診療実日数：１日

＜主治医の意見＞
上記病名で15年１月から７月まで毎月、悪性腫瘍特異物質治療管理料

（精密・１項目、CEA 390点）を算定していましたが、８月診療分が保険

者より再審査され、査定されてきました。算定できないのでしょうか？

＜保険医協会のコメント＞
悪性腫瘍特異物質治療管理料の算定要件は、

１．悪性腫瘍であるとすでに確定診断された患者

２．腫瘍マーカーの検査の実施

３．検査結果に基づく計画的な治療管理

４．検査結果および治療計画の要点を診療録に記載

の４点（平成14年３月８日　保医発　0308001）です。

196例は、これらすべてを満足しています。従って、算定可であると判

断されます。

一つ問題視するとすれば、早期胃癌に対して、内視鏡的粘膜切除術を施

行した場合、術後何年間悪性腫瘍患者とするかという医学的な問題であろ

うと思われます。何らかの判断基準、審査基準があるのかもしれません。

「点数表の解釈」のみからでは、196例においては、主治医は、未だ治癒

判定できないとして、傷病名を継続記載しているものと思いますので、書

類審査上は算定可であるとしました。

早期胃癌内視鏡的粘膜切除後状態における 
悪性腫瘍特異物質治療管理料が保険者再審で査定された事例 

＜第196例＞ 

急性胃腸炎の患者にブドウ糖注射液（20％20ml）を静脈注射したところ、 
「ブドウ糖注射の必要性に疑問あり」と返戻された事例 

＜第195例＞ 

再診料の休日加算の理由を求める返戻事例 
＜第194例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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二
〇
〇
四
年
四
月
改

定
の
診
療
報
酬
の
詳
細

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

改
定
で
あ
る
と
の
ふ
れ

込
み
で
あ
っ
た
が
、
小

児
科
や
精
神
科
を
除
く
と
マ
イ
ナ
ス

改
定
で
は
な
い
か
と
い
う
怒
り
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

先
の
新
点
数
検
討
会
で
報
告
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
こ
の
中
に
は
数
年
先

を
に
ら
ん
だ
布
石
も
打
た
れ
て
い

る
。
抗
が
ん
剤
な
ど
の
適
応
外
使
用

を
特
定
療
養
費
と
し
て
認
め
た
こ
と

や
、
定
額
制
の
亜
急
性
病
棟
の
新
設

や
急
性
期
病
棟
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
請

求
を
民
間
病
院
に
も
拡
大
し
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

毎
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
一
見
そ

の
都
度
、
政
府
、
支
払
い
側
、
診
療

側
が
綱
引
き
を
し
て
決
め
て
い
る
よ

う
に
演
出
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は

直
接
綱
を
握
っ
て
い
な
い
財
界
（
経

団
連
）
の
要
求
に
沿
っ
て
着
々
と
改

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。経

団
連
の
要
求
は
、
①
公
的
医
療

保
険
の
範
囲
は
限
定
・
縮
小
し
、
標

準
的
医
療
に
も
と
づ
く
包
括
払
い
と

す
る
②
公
的
医
療
保
険
外
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
拡
大
し
、
株
式
会
社
等
が

医
療
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
プ
ラ
ン
を
提

供
す
る
③
社
会
保
険
料
は
全
額
本
人

負
担
（
事
業
主
負
担
ゼ
ロ
）
と
し
、

国
民
の
税
・
社
会
保
険
料
は
一
括
徴

収
す
る
④
国
の
負
担
は
消
費
税
で
賄

い
、
税
率
を
一
六
％
に
引
き
上
げ
る

⑤
医
療
保
険
制
度
は
地
域
保
険
に
統

合
し
、
地
域
ご
と
に
帳
尻
を
合
わ
せ

る
、
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

株
式
会
社
な
ど
に
よ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
や
保
険
プ
ラ
ン
の
提
供
は
日
本

の
財
界
以
上
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
米

国
の
財
界
か
ら
の
強
い
要
求
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
米
国
追
随

の
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
。

政
府
や
与
党
は
二
〇
〇
六
年
に
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
仕
組
み
の
整

合
性
を
取
り
、
二
〇
〇
八
年
に
は
七

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
の
創
設
と
と
も
に
、
各
種
医
療
保

険
を
県
単
位
な
ど
に
統
合
す
る
過
程

で
、
財
界
の
要
求
に
こ
た
え
る
方
向

で
動
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
は
、
段
階
的
に
保
険
料
や
窓

口
負
担
を
減
ら
し
、
医
療
保
険
を
将

来
的
に
は
日
本
国
憲
法
の
規
定
に
従

い
、
全
額
を
雇
用
主
と
国
の
負
担
で

賄
う
社
会
保
障
制
度
に
転
換
す
る
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
の
提
言
に

対
し
て
現
状
か
ら
か
け
離
れ
す
ぎ
て

お
り
、
実
現
の
可
能
性
が
な
い
と
い

う
意
見
も
出
て
い
る
。
し
か
し
、
目

を
世
界
に
転
じ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
Ｅ
Ｕ
や
ア
ラ

ブ
な
ど
に
は
医
療
を
一
〇
〇
％
税
金

で
賄
っ
て
い
る
国
も
多
く
、
医
療
保

険
の
国
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、

近
年
、
失
業
・
不
況
対
策
と
し
て
労

働
時
間
の
短
縮
（
週
三
十
五
時
間
）

と
と
も
に
労
働
者
の
保
険
料
を
引
き

下
げ
、
七
〇
％
が
雇
用
主
負
担
、
二

六
％
が
国
税
で
、
労
働
者
負
担
を
わ

ず
か
四
％
に
し
た
国
も
あ
る
。
こ
の

提
言
は
決
し
て
夢
物
語
で
は
な
く
、

政
府
の
姿
勢
次
第
、
政
策
に
影
響
を

与
え
る
労
働
者
や
国
民
の
力
次
第
で

あ
る
。

診
療
報
酬
の
具
体
的
な
検
討
や
提

言
と
と
も
に
、
保
団
連
の
提
言
を
基

に
財
界
に
対
抗
し
て
、
労
働
者
・
国

民
側
と
診
療
側
が
一
致
で
き
る
医
療

保
険
制
度
改
革
の
要
求
作
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
急
い
で
議
論
を
広
げ

よ
う
。

医
療
保
険
は
あ
く
ま
で 

国
と
雇
用
主
の
負
担
で 
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石
川
協
会
は
今
年
五
月
に
創

立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
た
め
三
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
①
千
人
会
員
の
達
成

②
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
と
の
共
催
で
「
折
り
鶴

コ
ン
サ
ー
ト
」（
五
月
二
十
三

日
）
③
事
務
所
の
拡
張
移
転

（
六
月
末
）
④
『
三
十
年
史
』

の
発
行
（
十
一
月
）
⑤
三
十
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
お
よ
び
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
（
十
一
月
二
十
一

日
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

千
人
会
員
の
達
成
は
数
年
前

か
ら
重
点
目
標
に
な
っ
て
お

り
、
三
月
十
九
日
、
千
人
会
員

を
つ
い
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

新
年
度
二
月
一
日
以
降
の
入
会

者
は
十
二
人
に
な
り
ま
す
。
入

会
動
機
の
内
訳
は
、
役
員
か
ら

の
紹
介
が
九
人
、
自
主
的
入
会

が
三
人
で
す
。自
主
的
入
会
は
、

新
点
数
検
討
会
へ
の
参
加
案
内

や
以
前
に
役
員
紹
介
や
事
務
局

訪
問
で
働
き
か
け
た
先
生
方
で

す
。千

人
会
員
を
目
前
に
し
て
、

役
員
か
ら
の
紹
介
が
一
段
と
進

ん
だ
こ
と
が
早
期
達
成
の
要
因

で
す
。
千
人
目
の
会
員
は
県
立

中
央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長

の
宮
田
勝
先
生
で
、
小
島
登
理

事
が
保
険
医
協
会
へ
の
入
会
を

直
接
働
き
か
け
た
こ
と
が
キ
ッ

カ
ケ
で
す
。
宮
田
先
生
か
ら
は

「
昨
年
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

講
演
会
の
講
師
に
お
招
き
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
は
三
十
周
年
記
念
の
ボ

ー
ル
ペ
ン
を
頂
戴
し
、
千
人
前

後
の
先
生
に
は
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
保
険
医
協
会
の
発
展
を

祈
念
し
て
い
ま
す
」
と
の
談
話

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
保
団
連
十
万
人
会
員
、
石

川
協
会
千
人
会
員
」
の
達
成
に

向
け
て
、
保
団
連
が
提
唱
し
た

「
新
規
開
業
・
承
継
の
六
つ
の

対
策
」
を
逐
次
具
体
化
し
た
こ

と
、
昨
秋
、
保
団
連
事
務
局
員

の
応
援
を
得
て
未
入
会
員
を
同

行
訪
問
し
た
こ
と
な
ど
、
そ
の

後
の
役
員
紹
介
に
弾
み
が
つ
き

ま
し
た
。

一
九
七
五
年
五
月
二
十
五

日
、
石
川
協
会
創
立
時
の
会
員

数
は
医
科
百
四
人
、
歯
科
ゼ
ロ

で
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
三
月

囲 

解 
答 

碁 

（問題は10面にあります） 

黒
1
か
ら
3
・
5
が
好
手
順
で
以
下
黒

9
ま
で
コ
ウ
が
正
解
。
黒
1
で
イ
は
白
2

黒
3
白
4
黒
5
白
7
黒
6
白
1
黒
ロ
白
ハ

で
活
き
。
黒
3
で
5
は
白
3
黒
6
白
7
で

や
は
り
活
き
。
白
2
で
3
あ
る
い
は
8
は

黒
7
で
白
死
で
す
。
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4
三
角
成
、
2
四
玉
、
2
二
飛
成
、
2

三
香
、
同
竜
、
同
玉
、
3
四
金
、
1
二

玉
、
２
二
金
、
同
玉
、
３
三
金
、
1
二

玉
、
2
一
馬
、
同
玉
、
２
三
香
、
３
一

玉
、
2
二
香
成
、
4
一
玉
、
3
二
成
香

ま
で
十
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
4
三
飛
成
は
2
四
玉
以
下
つ

か
ま
り
ま
せ
ん
。
4
三
角
成
か
ら
2

二
飛
成
と
追
っ
た
時
の
合
駒
が
問
題
。

歩
合
い
は
3
三
竜
、
1
五
玉
、
3
五

竜
以
下
の
早
詰
め
。
香
合
い
が
最
善

で
す
が
、
金
と
馬
を
手
順
良
く
捨
て

て
急
所
の
香
打
ち
が
得
ら
れ
ま
す
。

手
数
の
わ
り
に
易
し
い
問
題
で
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

二
十
五
日
現
在
で
は
医
科
七
百

二
十
四
人
、
歯
科
二
百
七
十
六

人
と
大
き
な
組
織
に
発
展
し
ま

し
た
。
県
内
の
病
院
・
診
療
所

開
設
者
比
率
で
は
医
科
七
九
・

一
％
、
歯
科
六
一
％
で
す
。
保

団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
長

野
、
富
山
両
協
会
に
次
い
で
三

番
目
の
千
人
台
の
組
織
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
度
第
一
回
目
の
理
事

会
は
、
今
年
度
よ
り
理
事
に

就
任
さ
れ
た
奥
田
宏
先
生

（
金
沢
市
・
精
神
科
）
西
川

忠
之
先
生
（
辰
口
町
・
泌
尿

器
科
）
の
お
二
人
を
迎
え
て

開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
各
部
か
ら
の
報
告

事
項
で
、
三
月
末
に
開
催
さ

れ
る
新
点
数
検
討
会
の
準
備

日
程
、
五
月
以
降
に
行
わ
れ

る
予
定
の
歯
科
部
や
学
術
・

保
険
部
の
講
演
会
の
計
画
、

『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
編
集
状

況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
事
務
局

の
工
藤
さ
ん
よ
り
、
今
回
の

診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
が
述

べ
ら
れ
、
多
く
の
問
題
点
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
先
日
行
わ
れ
た
第

三
十
回
定
期
総
会
の
話
に
な

り
、
保
団
連
政
策
部
長
の
津

田
先
生
の
講
演
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
末
に
、
保
団
連
・
医
療
改

革
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
理
事
会

で
討
論
さ
れ
た
際
に
は
、
あ

ま
り
に
も
現
実
と
か
け
離
れ

て
お
り
、
理
想
だ
け
の
ビ
ジ

ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
賛
成
す

る
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
講
演

を
聞
い
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
単
な
る
理
想
に
止
ま
ら
ず
、

何
と
か
実
現
で
き
る
よ
う
に

運
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

最
後
に
お
二
人
の
新
理
事

に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
介
護
保
険

制
度
や
精
神
科
領
域
に
お
け

る
問
題
点
に
つ
い
て
、
活
発

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

頼
も
し
い
言
葉
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

【
牛
村
　
記
】

理事会点描理事会点描 理事会点描 

新理事2人を迎え 
医療の未来を討論 

（3月2日・14人出席） 

3月度 

休
業
保
障
制
度 

●
詳
し
く
は
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

5/25
まで 
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お
サ
ル
先
生
の
往
診
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
だ
。
寒
天
固
形
化

に
よ
る
胃
ろ
う
栄
養
は
、
介
護

者
で
あ
る
奥
さ
ん
の
飲
み
込
み

も
早
く
、
順
調
に
行
わ
れ
た
。

た
だ
、
時
々
三
十
七
度
台
後
半

の
発
熱
が
あ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
中

等
度
高
値
も
あ
る
の
で
、
も
と

も
と
呼
吸
器
感
染
症
も
あ
る
の

だ
か
ら
仕
方
な
い
か
、
と
抗
菌

剤
で
あ
る
ク
ラ
ビ
ッ
ト
を
処
方

す
る
と
、
熱
は
三
十
七
度
程
度

に
お
さ
ま
っ
て
い
た
。

退
院
し
て
二
週
間
ほ
ど
た
っ

た
あ
る
日
の
こ
と
。
三
十
八
度

を
超
え
る
熱
で
患
者
が
ふ
う
ふ

う
言
っ
て
い
る
と
奥
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
り
、
診
療
を
終
え
た

夜
に
往
診
し
た
。
吸
引
さ
れ
る

痰
の
量
も
多
く
な
い
し
、
経
皮

動
脈
血
酸
素
飽
和
度
を
測
定
し

て
も
九
八
％
あ
り
、
ど
う
も
呼

吸
器
感
染
症
が
悪
く
な
っ
た
と

は
思
え
な
い
。
も
し
や
、
と
思

っ
て
パ
ン
ツ
を
下
げ
て
も
ら
う

と
、妙
に
下
腹
が
張
っ
て
い
る
。

「
お
サ
ル
先
生
の
ご
指
導
で
栄

養
が
行
き
渡
っ
て
い
る
の
で
、

太
っ
た
で
す
ね
、
と
訪
問
看
護

師
さ
ん
が
誉
め
て
く
だ
さ
る
ん

で
す
よ
」
と
奥
さ
ん
。
そ
う
い

え
ば
、
Ａ
さ
ん
は
退
院
直
前
に

膀
胱
炎
を
お
こ
し
泌
尿
器
科
を

受
診
し
て
い
た
は
ず
だ
。

「
奥
さ
ん
、
前
立
腺
肥
大
の

お
薬
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
？
」

「
泌
尿
器
科
の
お
薬
は
一
週

間
前
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
い

た
だ
き
に
行
く
の
を
忘
れ
て
い

ま
し
た
わ
」

「
お
し
っ
こ
は
出
て
い
ま
す

か
？
」

「
そ
り
ゃ
あ
も
う
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
で
す
」

時
計
を
見
る
と
夜
の
九
時
を

過
ぎ
て
い
た
。
う
〜
ん
、
と
し

ば
ら
く
唸
っ
て
お
サ
ル
先
生
は

決
断
し
た
。「
今
か
ら
自
院
に

戻
っ
て
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
超
音

波
を
取
っ
て
き
ま
す
」

「
え
？
今
か
ら
で
す
か
。
先

生
、
何
も
こ
ん
な
夜
分
に
…
」

Ａ
さ
ん
宅
は
隣
町
で
、
車
で

往
復
四
十
分
は
か
か
る
。
し
か

し
、
明
日
ま
で
待
て
な
い
、
と

お
サ
ル
先
生
は
直
感
し
た
。

夜
の
方
が
道
は
空
い
て
い
る

の
だ
。
お
サ
ル
先
生
は
、
自
院

に
取
っ
て
返
し
、
心
配
そ
う
に

見
入
る
家
内
に
超
音
波
診
断
装

置
の
積
み
込
み
を
手
伝
わ
せ
、

何
種
類
か
の
太
さ
の
尿
道
留
置

カ
テ
ー
テ
ル
も
準
備
し
た
。
そ

し
て
、
Ａ
さ
ん
宅
に
戻
り
早
速

下
腹
に
エ
コ
ー
を
当
て
て
み
る

と
…
、
案
の
定
、
膀
胱
は
画
面

一
杯
に
緊
満
し
、
し
か
も
両
側

の
腎
盂
は
拡
張
し
、
水
腎
症
で

あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。

「
尿
閉
で
す
。
こ
れ
が
熱
の

原
因
だ
っ
た
の
で
す
。
た
だ
ち

に
お
し
っ
こ
を
出
す
管
を
入
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

Ａ
さ
ん
は
導
尿
す
る
こ
と
を

難
な
く
了
承
し
て
く
れ
た
の

で
、
用
意
し
た
尿
道
留
置
カ
テ

ー
テ
ル
の
挿
入
を
試
み
た
。
と

こ
ろ
が
。
ど
う
し
て
も
前
立
腺

の
辺
り
で
管
が
押
し
戻
さ
れ
、

入
ら
な
い
の
だ
。
五
回
、
六
回

と
繰
り
返
す
が
、
同
じ
所
で
つ

か
え
て
し
ま
う
。
お
サ
ル
先
生

は
全
身
か
ら
汗
が
噴
出
し
た
。

ち
ょ
う
ど
少
し
前
に
、
保
険
医

協
会
主
催
の
「
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
」

で
尿
道
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入

の
コ
ツ
を
解
説
し
て
い
た
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
頭
に
思
い
描

き
な
が
ら
、
や
っ
て
み
る
の
だ

が
、
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
。
す
で
に
夜
の
十
時
を
回

っ
て
い
る
。

「
一
休
み
し
ま
し
ょ
う
」

お
サ
ル
先
生
は
手
袋
を
い
っ

た
ん
脱
ぎ
捨
て
、考
え
込
ん
だ
。

紹
介
元
の
Ｂ
病
院
に
救
急
搬
送

し
よ
う
か
。
で
も
泌
尿
器
科
の

ド
ク
タ
ー
が
つ
か
ま
る
と
は
限

ら
な
い
。
と
っ
さ
に
「
医
師
と

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
」
で
司
会
を

し
て
い
た
泌
尿
器
科
の
Ｎ
先
生

の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
Ｎ

先
生
は
隣
町
の
そ
の
ま
た
隣
町

で
開
業
し
て
お
ら
れ
る
が
、
と

に
か
く
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス
だ

け
で
も
受
け
た
い
と
思
っ
た
。

こ
ん
な
時
間
に
…
と
二
の
足
を

踏
ん
だ
が
、
幸
い
電
話
は
通
じ

た
。

事
情
を
話
す
と
、「
尿
道
狭

窄
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
今
か
ら
お
伺
い
し
ま
し
ょ

う
か
？
」

「
え
っ
！
？
先
生
、
一
杯
飲

ん
で
ま
せ
ん
か
？
」

「
今
日
は
幸
い
シ
ラ
フ
で
す
。

私
も
夜
の
方
が
移
動
し
や
す
い

で
す
」

Ｎ
先
生
の
言
葉
に
甘
え
、
目

印
に
な
る
Ａ
さ
ん
宅
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
に
迎
え
に
出
た
。

夜
十
一
時
。
Ｎ
先
生
が
挿
入

を
ト
ラ
イ
す
る
。
そ
れ
で
も
そ

う
簡
単
に
は
入
ら
な
い
。

「
お
サ
ル
先
生
の
十
四
フ
レ

ン
チ
の
も
の
は
か
え
っ
て
先
端

が
鋭
利
で
入
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
少
し
太
め
の
十
六

フ
レ
ン
チ
で
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
」Ｎ

先
生
は
、
八
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
近
く
の
た
っ
ぷ
り
の
キ
シ
ロ

カ
イ
ン
を
尿
道
に
注
入
し
、
麻

酔
が
効
く
の
を
じ
っ
く
り
と
待

っ
た
。
も
う
片
方
の
指
を
直
腸

に
挿
入
し
、
前
立
腺
を
押
し
上

げ
る
よ
う
に
し
て
、
五
回
目
く

ら
い
で
よ
う
や
く
挿
入
に
成
功

し
た
。

午
前
〇
時
を
回
っ
て
い
た
。

七
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る

残
尿
が
ほ
と
ば
し
り
出
た
。
患

者
家
族
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
、
お
サ
ル
先
生
は
Ｎ
先
生
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

「
尿
道
の
緊
張
の
強
い
方
で

す
が
、
尿
道
狭
窄
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。二
週
間
後
の
交
換
は
、

お
サ
ル
先
生
。
自
分
で
で
き
ま

す
よ
ね
」

た
く
さ
ん
の
コ
ツ
を
直
伝
し

て
も
ら
っ
た
お
サ
ル
先
生
は
、

う
れ
し
く
て
た
ま
ら
ず
二
つ
返

事
を
し
た
。

◇

「
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
」

シ
リ
ー
ズ
排
尿
障
害
第
二
回
は

五
月
二
十
一
日
で
す
。
協
会
新

理
事
に
就
任
さ
れ
た
西
川
忠
之

先
生
が
選
び
抜
い
た
講
師
の
先

生
を
お
招
き
し
ま
す
。
乞
う
ご

期
待
！

58

主催　全国保険医団体連合会　　主務　三重県保険医協会 

第19回医療研究集会 メインテーマ 

健康と環境 

分科会・ポスターセッション 

演題募集中 
2004年 四日市市文化会館 

 四日市市安島2丁目53  TEL.0593（54）4501

分科会・ポスターセッションの募集内容 
「在宅医療・介護」 
「医科診療の研究および工夫」 
「歯科診療の研究および工夫」 

演題の申し込み方法 

「開業医の救急体制、医療事故防止に対する 
  実態・意識調査（医科・歯科同テーマ）」 

共同調査を実施中です 

─ ご協力お願いします。─ 

「公害・環境・職業病」 
「医学史・医療運動史」 

【開催主旨】 
大気の汚染、水の汚染、川や海の汚染、食物の汚染と進み、オゾン層の破壊、地球の温暖化など地球規模の自然破壊が進
んでいます。国民の生命と健康を守る医師、歯科医師の集団である保団連はこの問題を取り上げ、今回のメインテーマを「健
康と環境」としました。藤田紘一郎氏の「アレルギー病はなぜ増えたか」の記念講演、そして市民講座「健康に生きるために」
を行い、一般市民の方も含めて健康と環境について考えます。 
四日市市は公害でその名を全国に轟かせましたが、「四日市公害はどのように鎮静されたか」を、その研究の第一人者吉
田克己氏を招いてシンポジウムを開きます。その他「大学の法人化」「医局の改革」などの問題も取り上げます。ぜひ三重
の地へお越し下さい。 

石川県保険医協会まで 
お申し込みください。 

●お問い合わせ…TEL.076（222）5373 

演題募集は5月17日締切 
応募演題は、先着順に受け付けます。 

第3分科会 

第2分科会 

第1分科会 

第5分科会 

第4分科会 

発表8分、質疑5分 

■日時 ■場所 

９月１８日（土）～１９日（日） 午後3時 午後3時半 
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厚生年金や国民年金の保険料の積立金が年金給付以外に使わ

れていたことは、すでに明らかにされています。坂口厚労相が

公表した破たんして処分方針が決まっている大規模保養施設

「グリーンピア」の建設・補修や福祉施設、住宅融資などに使

っていました。その額、実に5兆6千億円にのぼります。そして

その施設の運営法人は、天下り先になっています。また、政府

によると、社会保険庁の職員宿舎建設や公用車購入、長官の交

際費にも使われています。

これらの掛け金は、言うまでもなく国民が政府に預けている

お金です。

ジャーナリストの岩瀬達哉さんの調査によると、現在、年金

積立金と掛け金で2千4百人以上の天下りOBが養われていて、

理事長クラスに天下った局長OBなどは、1期4年勤めただけで

億単位の報酬を受け取っていると指摘します。

担当大臣は一体この事実をどう考えているのでしょう。実は

それも怪しいようです。全国13カ所の「グリーンピア」のうち

半数以上の7カ所が歴代厚相の地元に建てられていたり、国会

議員年金を手厚く優遇していて、国民の基礎年金への国庫支出

は3分の1ですが、国会議員年金は7割以上が国庫から出ている

そうです。

こういうことからだけ考えても、保険料を引き上げ、給付を削

減するという今度の年金改悪法案は絶対に許せないのは当然です。

ジャーナリストの岩瀬達哉さんは、『世界』4月号で、こう言

います。

「ですから年金積立金がいくらあるかも実ははっきりしませ

ん。しかし、積立金の実態がどうなっているかを把握しないと、

そもそも議論は進まないはずです。そこを厚労省はとにかく見

せないようにし（略）」

「実態をはっきりさせると、約150

兆円あるはずの積立金が実は半分近

くに減ってしまうので、こわくて数

字を出せないのではないか、という

見方が有力です」と。

政府の国民に対する無責任が、こ

こでも露呈しています。

「国民保護法案」など有事関連7法案が国会に出されました。

成立すると、戦時法制がほぼ整います。

根本問題は、戦争になったら「国民保護」などできないという

こと。イラク戦争の民間犠牲者は1万人を超えます。日本だと想

像を絶します。どんなことがあっても戦争にならないようにする

こと、それが政府の最大の責任のはずです。

ところが、7法案は攻撃された（戦争になった）場合にどうす

るかという法案です。しかも想定され

ているのは、米国がある国と戦争を始

める→日本は米軍を支援する→相手国

が日本を攻撃する・・・というシナリ

オだといわれます。

戦争になるもならぬも米国次第と

いうことです。こんな有事法制を整

える国が、ほかにあるでしょうか？

「国民保護」などできない 

有事7法案の根本の問題点 
～米国次第で戦争に～ 

年金保険料積立金が危ない!

保養施設などに5.6兆円? 
～長官の交際費にも～ 

おかしい国・日本 おかしい国・日本 おかしい国・日本 おかしい国・日本 
連合通信から 
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今回は、自閉症療育の中核とも言える、コミュニケーションについてで

す。

先日遊んだ生後４カ月の赤ちゃんは、お母さんがおっぱいを途中で止め

ると、即座に「もっとちょうだい」というようなご不満とも、甘えとも取

れる顔の表情や視線や声で訴えました。通常は無意識に、ことば・態度

（行動）・表情で意志を伝え合い、確認し合うという、巧みなまでのやりと

りを日々重ねています。

自閉症はことばに多くの問題を抱えています。その上、意志や感情を行動

にうまく出せないこともあります。視線での表現や、身振りを自然に使うこ

とも苦手です。すると、相手に誤解をされてしまうことが日常的に起こって

しまうのは、想像して頂けるのではないでしょうか。ニコニコしているから

喜んでいるんだなと、嫌なことをさらにさせられてしまったり、ほかのこと

が気になり向こうを見ると、嫌なんだと止められてしまったり、こちらの流

儀でつい思い込むと、『そうじゃないよ！』と、怒られてしまいます。

双方が誤解をしないで済むためには、私たちが日常的に使っているコミ

ュニケーション手段だけではうまくいきません。話ことばのない場合は、

まずは、実物でコミュニケーションをしていただくようにお願いをしてみ

ます。喉が乾いたらコップを持って来てもらう、お腹が空いたらお皿を差

し出してもらう、ビデオが見たい時はテープを持って来てもらうなどです。

要求場面を用意して待てば、すればすぐにできる人もいますが、相手にそ

れを伝えるということが分からなくて、とにかく直接、欲しい物を奪い取

るような行動を取る人もいます。その時は物に手を伸ばしたと同時に、お

皿の差し出しやサインやカードとの交換などの伝達的行動の身体的援助を

行います。また、容易には空かない容器に欲しい物を入れて置いて、容器

を触ると、直ぐに開けてあげることから始めても良いのです。とにかく相

手に自分の意志が伝わることさえ分かれば、伝えようとしてくれ、こちら

の動作を待ったり、様子を見てくれるようになります。また、容器にお菓

子のパッケージを貼り付けて、パッケージだけでも伝わることを知っても

らうこともできます。好きな物と嫌いな物を作って、選択可能的な要求が

成立したら、それを飲み物・デザート・おもちゃ・行き先の写真などにも

広げられるでしょう。小さく切り取って貼り、コミュニケーションブック

やシートにして持ち運びができると便利です。

昨年、カードと物の交換からスモールステップで教えるＰＥＣＳという

方法の講習会が日本で開かれ、この四月にマニュアルが出版される予定と

のことです。実物の方が確実に伝えられる人は、カードにこだわる必要は

なく、部屋にオブジェクト・コミュニケーションコーナーを設けてもいい

わけです。とにかく、誰にでも確実に伝えらる方法の提供が必要です。

話ことばがないあるに関わらず、彼らは自分の意志を溢れんばかりに持っ

ています。先日「いかない」という、サインができるようになったある子

（話ことばはありません）が、行き先シートでお母さんと休日の予定を指さ

しながら交渉を始めました。Ａ店「いく」・Ｂ店「いかない」と伝えるので

すが、どうもそれだけではなさそうです。Ａ店から一度家に帰り、ご飯を食

べてからＢ店に「行きたい」が、良いか？と聞いてくれたのでした。こんな

に複雑な交渉ができるようになったんだと、とても感動的でした。

絵を押すとしゃべってくれる音声代替装置という機械もあります。こと

ばの変わりに携帯メールを使用する子もいるとか。良い時代です。道具あ

りきでなくて、その子の成長に合わせて、複数のツールを提供できれば、

その子自身が便利な物を選んでくれるようになるでしょう。

自閉症の人とお話ができると、ワクワクとても楽しいです。と同時に、コ

ミュニケーション手段の確立は彼らの人権を尊重する基本となるでしょう。

次回は流暢な話ことばがある方とのコミュニケーションをご紹介しま

す。

NPO法人日本ポーテージ協会 
石川湖南支部　認定指導員　出村　正栄 

12回シリーズ・その⑤ 12回シリーズ・その⑩ 

●コミュニケーションの手だてや方法 
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● 連 絡 先 ● 

障
害
児
教
育
の
危
機 

〒920-0016 金沢市諸江町中丁195-3 
北野　昭（事務局長） 

TEL・FAX 076-263-2628  
E-mail akira-k@p2223.nsk.ne.jp

解
体
で
は
な
く
充
実
を 

その35

障
害
児
教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
る
石
川
の
会 

同
会
事
務
局
長
　
北
野
　
昭
 

奈良教育大学の越野和之氏を招き講演会も開かれた発足総会
（3月27日・金沢市教育プラザ富樫）

三
月
二
十
七
日
、「
障
害
児

教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
る
石

川
の
会
」（
代
表
　
浦
田
節
子
）

が
、
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
県

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
児
教
育

の
要
求
を
、
共
同
の
力
で
実
現

し
て
い
こ
う
と
い
う
会
で
す
。

保
護
者
、
教
職
員
を
中
心
に
会

員
三
十
人
、賛
助
会
員
二
十
人
。

ま
だ
さ
さ
や
か
な
ス
タ
ー
ト
で

す
が
、
将
来
、
石
川
の
障
害
児

教
育
に
と
っ
て
、
意
義
あ
る
会

が
で
き
た
日
と
記
憶
さ
れ
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
三
月
、
突
然
（
お
そ
ら

く
大
部
分
の
人
は
そ
う
受
け
止

め
た
で
し
ょ
う
）、
文
部
科
学

省
が
「
特
殊
教
育
」
か
ら
「
特

別
支
援
教
育
」
へ
の
転
換
を
打

ち
出
し
た
こ
と
が
、
こ
の
会
を

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
直
接
の

会
設
立
の
背
景 

会
の
概
要 

き
っ
か
け
で
す
。◇

こ
れ
か
ら
の
特
別
な
教
育
の

対
象
を
、
通
常
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
高

機
能
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
に

も
広
げ
る
（
五
倍
に
！
）。
そ

の
た
め
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
作

り
は
、
既
存
の
「
特
殊
教
育
」

の
「
人
的
・
物
的
資
源
の
再
配

分
」
で
対
応
す
る
。
具
体
的
に

は
、「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

を
つ
く
る
。
小
・
中
学
校
の
障

害
児
学
級
は
全
廃
し
、
子
ど
も

た
ち
は
通
常
学
級
に
入
る
。

盲
・
聾
・
養
護
学
校
は
「
特
別

支
援
学
校
」
に
一
本
化
し
、
相

談
活
動
の
機
能
を
拡
大
し
て
、

地
域
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担

う
、
等
々
で
す
。◇

四
月
以
降
、
文
科
省
の
動
き

は
急
で
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
」
は
、
軽

度
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
と

そ
の
保
護
者
・
教
育
関
係
者
の

願
い
に
こ
た
え
る
方
向
に
足
を

踏
み
出
し
た
と
い
う
点
で
は
、

積
極
的
な
意
義
を
も
ち
ま
す
。

し
か
し
、
対
象
の
子
ど
も
が
五

倍
に
も
増
え
る
の
に
、
「
人

的
・
物
的
資
源
の
再
配
分
」
で

対
応
す
る
、
つ
ま
り
予
算
は
増

や
さ
ず
教
育
シ
ス
テ
ム
を
変
え

て
対
応
す
る
と
い
う
の
で
は
、

単
に
〝
安
上
が
り
教
育
〞
と
い

う
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
、

会設立の提案を行う筆者・北野昭さん

障
害
児
教
育
そ
の
も
の
の
危
機

を
心
配
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。「

障
害
児
学
級
が
な
く
な
っ

て
通
常
学
級
に
入
っ
た
ら
、
み

ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は

…
」「
不
登
校
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
い
け
ど
…
」（
障
害
児
学

級
・
保
護
者
）。「
障
害
児
学
級

は
、
安
心
の
居
場
所
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
る
場
所
だ
っ
た
の

に
、
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る

の
か
」（
障
害
児
学
級
・
教
員
）。

「
人
を
増
や
さ
ず
に
相
談
活
動

を
拡
大
し
た
ら
、
肝
心
の
自
分

の
学
校
の
教
育
は
ど
う
な
る
の

か
」（
障
害
児
学
校
・
教
員
）。

「
通
常
学
級
は
四
十
人
学
級
で

様
々
な
困
難
が
あ
る
の
に
、
障

害
児
学
級
か
ら
く
る
子
ど
も
た

ち
の
日
常
生
活
の
指
導
ま
で
本

当
に
で
き
る
の
か
」（
通
常
学

級
・
教
員
）。
教
育
行
政
か
ら

至
金
石 

国
道
１
５
７
号
線 

至橋場 

香林坊 

片町 
至有松 

尾山 合同庁舎前 

広坂 

南町 

むさし 

● 
名鉄エムザ 

北國新聞社● 

香林坊109● 

香
林
坊
大
和
● 

県立生涯 
学習センター 

兼
六
園
● 

中央公園 

村瀬先生のビギナー講座  ～ひとは なぜ性に近づくのか～ 
子どもの居場所を探る性教育 ～家族を軸に考える～ 

テーマ 

エイズ・性感染症を考える 

“人間と性”教育研究協議会 
第12回   石川セミナーのご案内 

あなたらしく  わたしらしく 
～それぞれの自立と共生をめざして～ 

講　演 子どもの性を育む家庭、そして学校での学び 
【講師】 村瀬　幸浩さん（一橋大学・津田塾大学講師） 

主　催 “人間と性”教育研究協議会石川支部 

一般 ……………………………… 2,000円 
性教協会員 ……………………… 1,000円 
学生など …………………………… 500円 
講演または分科会のみ ………… 1,500円 

後　援 石川県、石川県教育委員会、金沢市教育委員会、金沢市（男女共同参画室）、石川県高等学校教職員組合 
石川県教職員組合、石川県教組金沢支部、石川県社会福祉協議会、（財）いしかわ女性基金 
いしかわ子育て支援財団、石川県保険医協会、石川県子ども劇場 

日　時 2004年5月23日（日）　9：30～15：30
場　所 

日
程 

分
科
会 

振替用紙の受領証が入場券になりますので、 
当日必ずご持参下さい。 

石川県立生涯学習センター 1号館（旧石川県庁新館） 
金沢市広坂2丁目1番1号　Tel.（０７６）223-9571

受　付 
分　科　会 
3階  各室 

昼食（各自） 
受付１２：３０～ 

講　演 
3階  大会議室 

９：３０ １０：００ １２：００ １３：００ １５：３０ 

第1

分科会 

第2

第3

※午後は手話通訳があります。 

テーマ 

【参加申し込み・お問い合わせ先】（5月10日締切） 性教協石川 
事務局　末  友 TEL 263‐0607（夜間・休日、自宅） 
 　 〃　  267‐0564（平日日中、大徳小） 
 FAX 231‐1619（24時間自動） 
性教協Eメール ： 担当／秋元 
 tuky@spacelan.ne.jp

参加費 

入場券 

※保育を希望される方は、申込みとは別に5/7（金）ま
でに内藤までご連絡ください。 

TEL.076‐244‐7828

国道１５９号線 

至彦三 

六枚 

J
R
金
沢
駅
 

は
、
不
安
や
疑
問
に
応
え
る
対

応
は
、
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
児
教
育
は
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
多
様
な
要
求
に
基

づ
い
て
、
そ
の
子
に
関
わ
る
大

人
た
ち
の
運
動
で
、
こ
こ
ま
で

つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
、
障
害
児
教
育
全
体
が

限
ら
れ
た
予
算
内
で
再
編
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
状
況
の
下

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
が
自

分
の
関
わ
る
子
ど
も
の
こ
と
だ

け
を
考
え
て
行
動
し
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。〝
弱
い
者
同

士
で
の
予
算
の
奪
い
合
い
〞
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
不

幸
な
事
態
を
招
い
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
、
大
切
な
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
共
同
し
て
新
し
い
障

害
児
教
育
を
つ
く
っ
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
教
育
行
政
を
動
か

す
、
そ
ん
な
運
動
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
会
の
要
求
の
基
本

的
方
向
は
、
次
の
三
点
で
す
。

ア
、
通
常
学
級
に
い
る
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症

な
ど
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

体
制
を
新
し
く
つ
く
る
こ

と
。

イ
、
今
あ
る
障
害
児
教
育
（
障

害
児
学
校
・
学
級
、
通
級
教

室
）
の
解
体
で
は
な
く
、
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

ウ
、
教
育
行
政
か
ら
の
一
方
的

改
革
で
は
な
く
、
保
護
者
・

関
係
者
の
要
望
を
よ
く
聞

き
、
説
明
を
て
い
ね
い
に
し

な
が
ら
す
す
め
る
こ
と
。

会
と
し
て
、
ま
ず
署
名
・
宣

伝
活
動
、
学
習
会
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
問
題
を
広
く
訴
え
て

い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
発
展
さ
せ
て
い
く

会
で
す
の
で
、
医
療
の
立
場
か

ら
、
活
動
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
障
害
児
の
支
援
体
制
へ
の

提
言
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
で
す
。

会
設
立
の
意
義
と 

当
面
の
活
動 
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バリの伝統的なダンス（ケチャックダンス）の衣装を着て
似合っているかな!? 写真右が筆者の加賀明美さん

二
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
に

か
け
、
当
院
慰
安
旅
行
が
あ
り

ま
し
た
。
行
き
先
は
、
南
国
の

楽
園
バ
リ
島
で
す
。
私
に
と
っ

て
新
婚
旅
行
（
十
五
年
前
、
タ

ヒ
チ
島
へ
）以
来
の
海
外
旅
行
。

し
か
も
子
ど
も
を
置
い
て
の
初

め
て
の
旅
行
で
、
不
安
と
期
待

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

関
空
か
ら
六
時
間
半
、
時
差

は
日
本
と
一
時
間
遅
れ
。
デ
ン

パ
サ
ー
ル
空
港
に
着
く
と
、
バ

リ
島
は
、
雨
季
で
、
や
や
湿
度

が
高
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

ヤ
シ
の
木
や
樹
木
を
見
る
と
、

や
は
り
南
の
島
と
い
う
風
景
で

し
た
。
ホ
テ
ル
に
着
く
と
部
屋

に
は
ウ
エ
ル
カ
ム
フ
ル
ー
ツ

（
日
本
で
は
な
か
な
か
口
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
果
物
）
が

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
旅
行
中
は
、
そ
の
果
物
の

フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を
何
杯
飲

ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

翌
日
は
、
当
院
の
患
者
さ
ん

の
ご
紹
介
で
プ
ラ
ザ
・
バ
リ
と

い
う
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
中
に
あ

る
中
華
海
鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
贅
沢
に
円
卓
を
囲

ん
で
、
皆
で
お
食
事
と
団
ら
ん

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
主
に
醤
油
味
、
酢
を
ベ
ー

ス
に
し
た
料
理
が
多
く
、
と
て

も
口
当
た
り
が
良
く
美
味
し
か

っ
た
で
す
。
食
事
の
後
は
プ
ラ

ザ
・
バ
リ
の
中
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
。
ま
ず
は
、
バ
リ
の
伝
統
衣

装
を
着
て
、
メ
イ

ク
を
ば
っ
ち
り
、

に
わ
か
モ
デ
ル
気

分
で
写
真
撮
影
。

そ
し
て
民
芸
品
や

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を

中
心
と
し
た
品
々

が
並
ん
で
い
る
お

店
を
回
り
ま
し

た
。そ

こ
で
は
、
旅

行
前
に
ス
タ
ッ
フ

皆
で
「
絶
対
行
こ

う
ね
」
と
言
っ
て

い
た
エ
ス
テ
も
体
験
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
好
み
の
オ
イ
ル
を

選
ん
で
全
身
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

続
い
て
髪
と
頭
皮
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ま
で

の
疲
れ
が
ふ
っ
と
び
、
体
の
芯

ま
で
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
大
型
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
お
買
い
物
で
す
。

バ
リ
は
物
価
が
安
く
て
日
本
の

三
分
の
一
く
ら
い
で
、
つ
い
つ

い
買
い
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
ス
ー
パ
ー
で

買
っ
た
フ
ル
ー
ツ
や
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
先
生
の
部

屋
に
集
合
。
普
段
、
医
院
で
は

語
れ
な
い
雑
談
な
ど
で
、
時
間

が
た
つ
の
も
忘
れ
て
の
お
し
ゃ

べ
り
で
し
た
（
笑
）。

次
の
日
、
ホ
テ
ル
周
辺
で
の

買
い
物
の
後
、
夜
は
海
の
見
え

る
浜
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
特
大

ロ
ブ
ス
タ
ー
を
賞
味
し
ま
し

た
。
夕
日
を
見
な
が
ら
の
は
ず

が
、
突
然
の
ス
コ
ー
ル
…
ち
ょ

っ
と
残
念
で
し
た
。
そ
の
ス
コ

ー
ル
の
影
響
で
次
の
日
に
予
定

し
て
い
た
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
川

下
り
）
は
中
止
と
な
り
、
ウ
ブ

ド
周
辺
の
観
光
と
な
り
ま
し

た
。
ウ
ブ
ド
は
自
然
文
化
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
集
ま
る
芸

術
の
村
で
す
。
美
術
館
で
の
絵

画
の
鑑
賞
は
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
遠
近
法
や
陰
影
な
ど
バ

リ
独
特
の
手
法
で
し
た
。
そ
し

て
華
麗
な
バ
リ
舞
踊
で
あ
る
バ

ロ
ン
ダ
ン
ス
と
ケ
チ
ャ
ッ
ク
ダ

ン
ス
を
観
ま
し
た
。
バ
リ
舞
踊

の
特
徴
は
相
対
概
念
を
果
て
し

無
き
戦
い
で
表
現
す
る
も
の

で
、
特
に
ケ
チ
ャ
ッ
ク
ダ
ン
ス

は
海
か
ら
陸
に
魔
物
が
上
が
っ

て
来
な
い
よ
う
に
祈
る
儀
式

で
、
男
達
の
力
強
い
声
が
響
き

渡
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
最
終
日
は
、
旅
の
疲

れ
を
取
る
の
に
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
、
花
び
ら
を
湯
に
浮
か

べ
ハ
ー
ブ
が
香
る
バ
ス
タ
イ
ム

で
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぎ
ま

し
た
。

五
日
間
の
バ
リ
旅
行
は
、
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
本
当

に
心
か
ら
癒
さ
れ
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
が
で
き
た
旅
で
し
た
。
そ
の

安
ら
ぎ
の
空
間
を
演
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
院
長
先
生
に
心
か
ら

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
私
に
と
っ
て
初
め
て
子
ど

も
を
置
い
て
の
旅
行
で
し
た

が
、
快
く
賛
成
し
て
く
れ
た
家

族
に
も
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ト
ゥ
リ
マ
カ
シ
ー
（
あ
り

が
と
う
）。

海の見えるレストランで食事を前にして

医
王
山
は
、
金
沢
市
民
に

と
っ
て
最
も
親
し
み
や
す
い

山
で
あ
ろ
う
。
白
兀
山
八
百

九
十
六
メ
ー
ト
ル
と
奥
医
王

山
九
百
三
十
九
メ
ー
ト
ル
の

二
つ
の
山
か
ら
な
り
、
左
右

対
称
の
こ
の
山
並
み
は
金
沢

平
野
の
ど
こ
か
ら
で
も
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
白
山
と

並
ん
で
、
石
川
県
の
名
山
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
日
本
二

百
名
山
に
も
名
を
連
ね
て
い

る
。
僕
自
身
、
最
も
数
多
く

登
山
を
楽
し
ん
だ
山
と
言
え

ば
や
は
り
こ
の
医
王
山
で
あ

ろ
う
。
ま
だ
幼
い
幼
稚
園
生

の
こ
ろ
、
父
親
に
連
れ
ら
れ

た
の
が
最
初
の
登
山
で
あ
っ

た
。
下
り
坂
を
は
し
ゃ
い
で

走
り
下
り
、
加
速
が
つ
い
て

止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
砂
利
道
で
大
転
倒
し
、
全

身
を
擦
り
む
い
た
こ
と
が
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
る
。

こ
の
山
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
楽
し
み
方
と
言
え
ば
、

見
上
峠
か
ら
西
尾
平
、
覗
、

大
沼
、
鳶
岩
を
経
由
し
て
白

禿
山
頂
に
至
り
、
眼
下
に
広

が
る
金
沢
平
野
や
砺
波
平
野

を
楽
し
ん
で
下
る
周
遊
コ
ー

ス
で
あ
ろ
う
。
医
王
山
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
鳶
岩
に
立

つ
と
、
そ
の
下
は
絶
壁
で
あ

り
、
こ
こ
で
逆

立
ち
す
る
猛
者

も
い
る
と
聴
か

さ
れ
て
ゾ
ク
ゾ

ク
し
た
も
の
で

あ
る
。

夏
は
、
海
に

近
い
自
宅
か
ら

自
転
車
で
、
夕

霧
峠
ま
で
よ
く

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
出
か
け
る
。

標
高
差
約
九
百

メ
ー
ト
ル
、
片

道
約
二
十
キ
ロ

を
大
体
二
時
間

く
ら
い
で
駆
け

上
が
る
の
だ
が
、
帰
り
に
一

気
に
自
転
車
で
下
る
快
感
が

た
ま
ら
な
い
。
冬
は
山
ス
キ

ー
で
あ
る
。
見
上
峠
か
ら
ト

レ
ー
ス
の
な
い
林
道
を
ス
キ

ー
を
駆
使
し
て
、
雪
を
掻
き

分
け
山
頂
に
至
る
。
時
に
は

四
メ
ー
ト
ル
近
い
積
雪
で
、

山
頂
の
展
望
台
が
す
っ
ぽ
り

埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
度
々

で
あ
っ
た
。
山
頂
か
ら
雪
に

埋
ま
っ
た
樹
林
帯
を
、
雪
を

舞
い
な
が
ら
滑
り
降
り
る
の

は
最
高
の
快
楽
で
あ
る
。
誰

も
い
な
い
冬
の
医
王
山
は
、

特
に
自
然
と
一
体
に
な
れ
る

か
ら
好
き
で
あ
る
。

冬
、
医
王
山
に
行
く
と
き

は
大
抵
天
気
が
荒
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
、
と
言
う
の
は

悪
天
候
で
も
医
王
山
な
ら
遭

難
す
る
こ
と
も
な
い
し
、
ち

ょ
う
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は

最
適
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
言

っ
て
も
、
冬
山
を
甘
く
見
て

は
い
け
な
い
。あ
る
冬
の
日
、

登
り
始
め
た
早
朝
は
ま
だ
曇

り
空
で
穏
や
か
で
あ
っ
た

が
、
徐
々
に
天
候
は
悪
化
し

て
嵐
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
僕
は
早
々
に
山
頂
か
ら

ス
キ
ー
で
滑
り
降
り
て
引
き

返
し
た
が
、
嵐
の
中
を
山
に

向
か
う
単
独
の
登
山
者
と
す

れ
違
っ
た
。
大
丈
夫
か
と
心

配
し
な
が
ら
す
れ
違
っ
た
の

だ
が
、
翌
朝
の
新
聞
で
登
山

者
が
一
人
遭
難
し
た
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
の
後
、
例
の
登

山
者
が
山
頂
手
前
で
ホ
ワ
イ

ト
ア
ウ
ト
に
道
を
失
い
、
凍

死
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ

た
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い

た
。
冬
山
は
初
め
て
の
体
験

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。身

近
な
山
と
は
言
え
、
冬

山
は
決
し
て
侮
っ
て
は
い
け

な
い
と
改
め
て
自
戒
し
た
も

の
だ
っ
た
。

今
日
も
自
宅
付
近
か
ら
医

王
山
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
金

沢
市
民
の
憩
い
の
山
と
し
て

存
在
し
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

【第26話】　医王山 

冬の医王山

林道ミラーで記念写真
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こ
の
一
月
終
わ
り
か
ら
二
週

間
、
北
陸
の
子
ど
も
た
ち
六
人

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
オ
ラ
ン
ゴ
島
と
い
う
セ

ブ
島
そ
ば
の
小
さ
な
島
に
滞
在

し
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
学
校
と
の

交
流
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
環
境

国
際
会
議
へ
参
加
す
る
と
い
っ

た
企
画
で
す
。
こ
れ
は
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
て
、
全
世
界

で
毎
年
二
千
五
百
も
行
わ
れ
て

い
る
中
長
期
滞
在
型
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
、
今
回
は
ア
ジ
ア

初
と
な
る
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ

ー
向
け
の
も
の
で
し
た
。
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
を
主
催
し
て
い

る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
韓
国
と
日

本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
意
気
投
合
し
て

実
現
し
た
も
の
。
今
回
わ
た
く

し
南
手
骨
太
が
そ
の
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
六
人

の
引
率
と
し
て
共
に
行
っ
て
き

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

韓
国
人
参
加
者
が
六
人
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
参
加
者
は
五
人
。

日
本
人
参
加
者
は
石
川
県
か
ら

五
人
と
新
潟
県
か
ら
一
人
と
い

う
内
訳
で
、
年
齢
も
十
二
歳
か

ら
十
六
歳
ま
で
と
さ
ま
ざ
ま
。

キ
ャ
ン
プ
中
の
公
用
語
は
英
語

だ
け
ど
日
本
人
参
加
者
は
み
ん

な
英
語
が
苦
手
。
宿
泊
先
は
簡

単
な
小
屋
に
寝
袋
で
、
電
気
も

ガ
ス
も
水
道
も
な
く
、
薪
で
の

自
炊
生
活
。行
っ
て
び
っ
く
り
、

さ
て
子
ど
も
た
ち
、
果
た
し
て

無
事
二
週
間
を
過
ご
せ
る
か
い

な
、
と
い
っ
た
環
境
で
あ
り
ま

し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
は

海
外
初
体
験
。
外
人
と
一
緒
に

い
る
の
も
初
め
て
。
し
か
も
日

本
男
児
は
特
に
シ
ャ
イ
。
予
想

は
し
て
い
た
け
ど
、
日
本
人
同

士
で
し
か
話
を
せ
ず
、
皿
洗
い

な
ど
の
仕
事
も
あ
ま
り
積
極
的

に
あ
ら
ず
。
あ
る
晩
の
ス
タ
ッ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
で
、
韓

国
の
参
加
者
が
日
本
人
参
加
者

に
嫌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
っ

て
い
る
と
い
う
話
が
で
ま
し

た
。
こ
れ
は
ヤ
バ
イ
。
翌
日
、

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ほ
か

の
国
の
人
た
ち
が
こ
う
感
じ
て

い
る
旨
伝
え
ま
し
た
。彼
ら
も
、

こ
の
状
態
よ
く
な
い
と
は
分
か

っ
て
は
い
た
け
ど
、
い
か
ん
せ

ん
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
こ

れ
が
一
番
大
き
な
問
題
。
韓
国

の
参
加
者
は
だ
い
た
い
カ
タ
コ

ト
で
も
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
る

し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
公
用
語
が

英
語
ゆ
え
、完
璧
ペ
ー
ラ
ペ
ラ
。

ゆ
え
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
あ

っ
た
か
も
。
ま
あ
、
そ
ん
で
も

こ
こ
で
二
週
間
共
に
過
ご
す
ん

だ
か
ら
と
、
子
ど
も
た
ち
腹
を

く
く
っ
た
か
、
そ
の
後
見
違
え

た
よ
う
に
積
極
的
に
。
こ
れ
ま

で
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く

ん
？
　
こ
れ
何
？
　
と
か
、
そ

ん
な
ん
俺
じ
ゃ
な
く
っ
て
現
地

人
に
聞
け
！
っ
て
な
質
問
を
し

て
た
ヤ
ツ
が
、
手
伝
い
す
る
こ

と
あ
る
か
訊
く
に
は
英
語
で
何

て
言
え
ば
い
い
？
　
で
す
と
！

食
事
の
と
き
に
皿
持
っ
て
他
国

の
人
の
隣
に
座
り
、
ウ
マ
ー
イ

グ
ー
ッ
ド
！
と
話
し
か
け
て
い

る
姿
も
。
こ
ん
な
に
早
く
適
応

す
る
と
は
ビ
ッ
ク
リ
。
ま
た
韓

国
人
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
に
日
本

語
を
話
せ
る
女
の
子
が
い
て
、

フ
リ
ー
タ
イ
ム
に
日
本
の
子
ど

も
た
ち
集
め
て
英
会
話
教
室
を

開
い
て
く
れ
て
る
で
は
な
い
で

す
か
！
　
こ
の
よ
う
な
助
け
も

あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん

ど
ん
場
に
馴
染
ん
で
い
く
の
で

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
的
な
面
で
大
き

く
違
う
と
感
じ
た
の
が
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
う
か
エ
ン
タ

テ
イ
メ
ン
ト
性
と
い
う
か
。
歓

迎
式
典
や
学
校
訪
問
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
、
国
ご
と

に
一
芸
す
る
機
会
が
い
く
つ
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
人
た
ち
の
出
し
物
と
い
っ

た
ら
、
そ
れ
は
も
う
圧
倒
さ
れ

ま
く
り
。
ダ
ン
ス
、
演
劇
、
ダ

ン
ス
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、

っ
て
な
感
じ
。
他
方
韓
国
の
人

た
ち
も
楽
器
、歌（
振
り
付
き
）、

楽
器
、
歌
（
振
り
付
き
）、
み

た
い
な
具
合
。
日
本
人
の
感
覚

か
ら
し
た
ら
、
君
ら
皆
そ
う
い

う
職
業
か
？
と
い
う
勢
い
な
ん

で
す
が
、
さ
り
と
て
、
わ
れ
わ

れ
だ
け
し
な
い
わ
け
に
も
。
辛

う
じ
て
折
り
紙
と
か
、
急
造
ソ

ー
ラ
ン
隊
と
か
、
歌
（
振
り
付

け
な
し
）
と
か
。
こ
う
い
う
状

況
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
は
、

何
と
か
貴
重
な
持
ち
ネ
タ
を
披

露
し
、
笑
っ
て
い
た
だ
い
て
、

国
を
超
え
た
友
情
を
作
っ
て
い

く
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
終
わ

っ
た
と
き
に
は
、
最
初
の
よ
そ

よ
そ
し
さ
は
ど
こ
へ
や
ら
、
別

れ
を
惜
し
ん
で
号
泣
し
、
再
会

を
約
束
す
る
姿
が
（
国
際
恋
愛

も
！
）。
帰
っ
て
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
で
文
通
し
た
り
、
英
会

話
や
韓
国
語
の
勉
強
を
始
め
た

り
、
実
に
や
る
気
満
々
で
す
。

ま
た
原
始
生
活
を
体
験
し
て
、

た
く
ま
し
く
、
異
文
化
に
触
れ

て
視
野
が
広
く
な
っ
た
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
若
い

（
私
も
含
む
！
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー

た
ち
の
ち
ょ
っ
と
先
輩
と
い
っ

た
感
じ
。
命
令
や
教
育
的
指
導

は
な
く
、
ひ
た
す
ら
ユ
ー
モ
ア

と
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
心
地
よ
い

関
係
で
し
た
。
私
自
身
、
こ
の

よ
う
な
合
宿
い
く
つ
も
経
験
し

て
き
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
こ
こ
ま
で
楽
し
か
っ
た
の

は
な
い
な
あ
。
こ
の
空
気
は
、

こ
う
い
っ
た
活
動
を
長
年
や
っ

て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
の
力

量
と
優
し
さ
で
あ
り
、
ま
た
学

校
を
休
ん
で
ま
で
参
加
し
よ
う

と
思
っ
た
子
ど
も
た
ち
自
身
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
成
長
で
あ

り
、
そ
し
て
そ
れ
を
送
り
出
し

た
親
御
さ
ん
の
理
解
と
愛
に
よ

る
も
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の

成
長
に
必
要
な
も
の
を
、
ち
ょ

っ
と
発
見
し
た
気
分
。
味
占
め

た
の
で
ま
た
や
り
ま
す
わ
。

シ
リ
ー
ズ 
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歌
の
も
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に

つ
い
て
は
多
く
の
意
見
が
あ
る

よ
う
だ
。

一
九
七
七
年
ご
ろ
だ
っ
た
ろ

う
か
。
あ
る
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ

ー
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
ト
ー
ク

で
、
自
分
の
歌
に
は
「
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
が
無
い
」
と
、
い
い
訳

が
ま
し
く
話
し
て
い
た
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

当
時
僕
は
彼
の
歌
に
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
歌
を
作
っ
た
本
人
が
そ
ん

な
こ
と
を
言
う
と
は
…
と
意
外

に
思
い
、
少
し
が
っ
か
り
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
歌

を
聴
い
て
い
る
時
に
ふ
っ
と
こ

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
歌
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
と
は
い
っ
た
い
何

だ
ろ
う
か
と
考
え
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
あ
っ
た
。

確
か
に
、
僕
が
大
学
に
入
学

し
た
一
九
七
〇
年
安
保
闘
争
の

こ
ろ
に
は
、
明
ら
か
な
主
張
を

持
っ
た
歌
が
数
多
く
若
者
の
間

に
生
ま
れ
て
き
た
。
何
か
熱
く

て
切
な
い
大
き
な
力
に
突
き
上

げ
ら
れ
、
声
を
か
ら
し
て
歌
っ

た
歌
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
に

は
誰
も
が
等
し
く
共
有
で
き
る

明
ら
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
思
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
対
す
る

痛
烈
な
批
判
を
あ
ら
わ
し
た
歌

が
多
く
の
若
者
の
心
を
揺
さ
ぶ

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
歌
は
や

が
て
海
を
渡
り
、
日
本
の
若
者

に
対
し
て
も
共
感
し
う
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
に
な

る
。
誰
が
ど
う
聞
い
て
も
、
同

じ
よ
う
に
感
じ
、
同
じ
よ
う
に

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
意
味
を
持
っ
た
歌
、
そ

れ
が
当
時
の
若
者
を
虜
に
し
、

生
き
る
意
味
を
問
い
か
け
続
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
歌
で
あ
っ

た
。

や
が
て
、
安
保
闘
争
が
敗
北

に
終
わ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
も

多
く
の
犠
牲
を
出
し
た
ま
ま
終

結
す
る
と
、
若
者
に
と
っ
て
こ

れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
苦
い
思

い
出
と
な
り
、
も
う
歌
う
こ
と

も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
個
人
の
さ
さ
や
か
な
幸

せ
や
日
常
生
活
を
取
り
上
げ
た

歌
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

で
も
そ
こ
に
は
さ
さ
や
か
な
が

ら
、
心
に
訴
え
か
け
る
人
生
の

真
実
が
時
折
垣
間
見
え
て
い
た

よ
う
に
思
う
。

そ
し
て
、
時
代
が
移
り
、
暮

ら
し
が
変
わ
っ
て
い
く
に
つ

れ
、
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の

歌
が
洪
水
の
よ
う
に
湧
き
出

し
、
時
を
置
か
ず
に
消
え
て
い

っ
た
。
夢
や
希
望
と
い
っ
た
言

葉
が
若
者
た
ち
の
間
で
は
死
語

と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
ご
ろ
で

は
、
歌
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
そ
れ

自
体
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
単
語
の
羅
列
、
メ
ロ

デ
ィ
の
無
機
質
化
、
何
を
伝
え

た
い
の
か
聴
く
方
が
戸
惑
っ
て

し
ま
う
歌
が
多
い
。
作
る
方
も

聴
く
方
も
独
り
よ
が
り
で
い
い

ん
だ
よ
、
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
聞
こ
え
る
。
歌
が
時
代
を
映

す
鏡
と
言
う
の
な
ら
、
そ
れ
は

ま
さ
に
真
実
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。だ

が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

心
の
奥
底
深
く
に
刷
り
込
ま
れ

た
歌
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
を
動

か
す
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
か
つ

て
全
国
の
若
者
を
巻
き
込
ん
だ

「
う
た
ご
え
喫
茶
」
を
も
う
一

度
、
と
い
う
動
き
が
最
近
見
え

始
め
て
い
る
。
日
本
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
ぽ
つ
ぽ
つ
と
「
う
た

ご
え
の
会
」
が
出
現
し
だ
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
僕
に
と
っ

て
う
れ
し
い
こ
と
は
、
そ
こ
で

再
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
歌

が
歌
わ
れ
始
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

「
梅
原
司
平
」、
こ
の
名
前
を

知
る
人
は
少
な
い
。
一
九
四
六

年
、
富
山
県
生
ま
れ
の
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
だ
。
多
く

の
社
会
問
題
に
目
を
向
け
、
そ

れ
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
歌

に
込
め
て
歌
い
続
け
て
い
る
人

だ
。
彼
の
作
っ
た
「
折
り
鶴
」

が
「
う
た
ご
え
の
会
」
や
学
校

で
歌
わ
れ
て
い
る
。「
折
り
鶴
」

は
広
島
、
長
崎
の
原
爆
悲
劇
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

と
、
優
し
く
美
し
く
そ
し
て
力

強
く
人
の
心
に
語
り
か
け
て
く

る
。
僕
が
こ
の
歌
に
出
会
っ
た

の
は
、
金
沢
の
「
う
た
ご
え
の

会
」に
参
加
し
た
時
で
あ
っ
た
。

懐
か
し
い
ロ
シ
ア
民
謡
や
純
情

愛
唱
歌
に
混
じ
っ
て
、
こ
の
歌

が
紹
介
さ
れ
た
。
メ
ロ
デ
ィ
の

美
し
さ
と
歌

詞
の
印
象
深

さ
に
心
を
打

た
れ
た
。
こ

ん
な
歌
が
あ

っ
た
の
か
。

久
し
ぶ
り
に

声
を
合
わ
せ

て
歌
っ
た
。

新
し
い
歌
な

の
に
懐
か
し

い
気
が
し

て
、
僕
は
か

な
り
興
奮
し

て
い
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
あ
る
歌
と

は
、
多
く
の
人
が
繰
り
返
し
繰

り
返
し
歌
う
こ
と
に
よ
り
、
歌

詞
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー
ジ
が
歌

う
人
の
心
に
深
く
浸
透
し
、
や

が
て
そ
の
人
の
考
え
方
や
生
き

方
の
糧
に
な
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
た
と
え
作
者
が
歌
詞

の
中
に
意
図
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
盛
り
込
ん
で
も
、
歌
わ
れ
な

け
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
。
歌
う
人

た
ち
に
よ
っ
て
熟
成
さ
れ
、
薫

り
高
く
育
っ
て
い
く
、
歌
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
は
そ
ん
な
命
を
も

っ
た
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
折
り
鶴
の
歌
」
に
出
会
っ
て

僕
は
そ
ん
な
風
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

〔
関
連
記
事
六
面
〕

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
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早
春
の
三
月
末
。
吹
く
風
は
柔
ら
か
で
、
肌
に
優
し
い
。

七
尾
城
址
に
続
く
山
道
は
鬱
蒼
と
し
た
林
の
中
を
く
ぐ
る

と
、
最
後
の
坂
に
か
か
る
。
林
を
抜
け
る
道
は
ひ
ん
や
り
と

し
て
、
土
と
水
の
澄
ん
だ
に
お
い
が
心
地
よ
い
。
こ
の
中
に

い
る
と
懐
か
し
く
、
そ
し
て
不
思
議
に
落
ち
着
く
。
家
族
連

れ
で
辿
る
の
は
何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
か
。
娘
た
ち
の
大
学
合
格

を
報
告
す
る
墓
参
り
を
兼
ね
て
、
故
郷
へ
帰
っ
て
き
た
の
だ
。

「
あ
っ
、
ふ
き
の
と
う
！
」

振
り
返
る
と
、
根
雪
の
そ
ば
に
ふ
き
の
と
う
が
淡
い
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。
気
を
つ
け
て
見
る
と
、
そ
こ
こ
こ
に
小
さ

な
花
が
自
己
主
張
し
て
い
る
。
ふ
き
の
と
う
は
大
好
物
で
あ

る
。
ち
ょ
っ
と
苦
み
が
あ
っ
て
、
口
の
中
に
広
が
る
香
り
が

た
ま
ら
な
い
。

「
パ
パ
、
ふ
き
の
と
う
好
き
だ
よ
ね
」

城
址
か
ら
七
尾
を
見
渡
し
、
思
い
出
に
浸
る
つ
も
り
が
、

い
つ
の
間
に
か
山
菜
摘
み
に
早
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
に
ふ
き
の
と
う
を
探
す
。
ど

れ
も
こ
れ
も
花
が
開
い
て
、
な
か
な
か
摘
み
ご
ろ
の
も
の
が

見
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
誰
か
が
、
ま
だ
開
か
な
い
芽
を

探
し
当
て
た
。
落
ち
葉
を
掻
き
分
け
、
そ
の
下
に
顔
を
出
し

た
ふ
き
の
と
う
を
見
つ
け
る
度
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が

上
が
る
。

ふ
き
の
と
う
は
、
最
も
早
く
春
を
告
げ
る
。
ま
だ
雪
が
残

る
地
面
に
、
最
初
に
目
に
留
ま
る
淡
い
緑
色
。
人
も
動
物
も
、

そ
れ
を
見
て
春
の
訪
れ
を
知
る
。

実
は
、
わ
が
家
の
散
歩
道
の
土
手
や
田
ん
ぼ
の
脇
に
も
植

生
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
犬
の
ト
イ
レ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

摘
ん
で
食
べ
よ
う
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
家
で
食
べ
る
に

は
天
ぷ
ら
が
定
番
で
あ
る
。
あ
の
し
ゃ
り
と
し
た
感
覚
。
つ

ゆ
に
つ
け
て
食
べ
る
と
、
春
が
口
の
中
に
広
が
る
。
も
う
少

し
す
る
と
、
た
ら
の
芽
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
季
節
の
主

役
た
ち
が
食
卓
を
埋
め
る
だ
ろ
う
。

「
長
か
っ
た
ね
」

わ
が
家
に
訪
れ
た
春
を
夫
婦
で
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
。

「
ふ
き
の
と
う
と
同
じ
く
ら
い
雪
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い

た
の
よ
」
と
、
彼
女
が
答
え
る
。

山
菜
探
し
に
飽
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
城
址
へ
の
坂
道
を

駆
け
て
ゆ
く
。
さ
っ
き
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
声
が
消
え
、
す

ぐ
に
姿
も
見
え
な
く
な
る
。

「
ど
ん
ど
ん
追
い
つ
け
な
く
な
る
ね
」

「
そ
れ
で
い
い
の
よ
ね
」

ゆ
っ
く
り
進
ん
で
い
く
道
は
や
が
て
左
に
折
れ
て
、
日
当

た
り
の
良
い
山
頂
に
向
か
う
。
飛
ん
だ
り
、
跳
ね
た
り
、
子

ど
も
た
ち
は
ふ
き
の
と
う
の
こ
と
は
も
う
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
る
。

最
後
の
坂
を
登
り
き
っ
た
時
に
は
少
し
息
が
切
れ
て
い

た
。
頂
上
ま
で
来
る
と
、
急
に
視
界
が
開
け
る
。
一
面
の
青

い
海
。
白
い
波
が
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
見
え
る
。
能
登
島
へ

向
か
う
二
本
の
橋
が
緩
や
か
に
ア
ー
チ
を
描
く
。

「
随
分
変
わ
っ
た
ね
」

「
そ
う
ね
」

変
わ
っ
て
い
く
も
の
、
ま
た
一
方
で
変
わ
ら
な
い
も
の
。

ふ
き
の
と
う
も
、
春
を
待
つ
気
持
ち
も
、
そ
し
て
は
し
ゃ
ぐ

気
持
ち
も
、
す
べ
て
が
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
に
違
い
な

い
。
今
度
は
い
つ
こ
こ
に
立
て
る
だ
ろ
う
か
。
で
き
れ
ば
ふ

き
の
と
う
が
花
を
咲
か
せ
る
前
に
・
・
・
。
そ
し
て
そ
の
時

は
、
ま
た
違
っ
た
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
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ふ
き
の
と
う

ド
ク
タ
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囲 碁 

（解答は3面にあります） （解答は3面にあります） 

〈ヒント〉合駒問題です。 
 10分で二段。 

持
駒
　
な
し 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先活き　5分で上級者 
〈ヒント〉手順が大切です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 
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角 青春の歌声喫茶の熱き想い出 
　　仲間たちと一緒に歌ったあの歌この歌 
　　　　そんな『うたごえ』の数々をみんなで！ 
　　　　　　　　金沢『うたごえ』の会にあなたも！ 

４/２５（日）金沢市民芸術村「マルチ工房」 １８：００～２１：００ 
５/１６（日）金沢市民芸術村「里山の家」 １８：００～２１：００ 
６/２７（日）金沢市民芸術村「里山の家」 １４：００～１７：００ 

●発起人　楠　英介　TEL・FAX 076‐257‐3847

金沢市民芸術村の場合　参加費1回200円 
里山の家：飲食可　マルチ工房：飲食不可（見学は無料です） 

くすのき えいすけ 

〒920‐3133　金沢市柳橋町丙14‐7




